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<はしがき〉

「本研究では､多機能生理活性脂質スフィンゴシン－1－リン酸(S1P)とその受

容体の生理機能及びさまざまな病態における役割について遺伝子改変マウス

を用いて統合的に解析し､さらにﾋﾄ疾患モデルを作成してSIPの効果を検討

することにより疾患治療応用への可能性を探った｡」
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